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「働き方改革」法案提出に断固抗議する！ 

 安倍内閣は 4 月 6 日、「働き方改革」法案を閣議決定し、国会に提出しました。様々なデー

タの誤り（というより、意図的な情報操作ではないか？）、労働局長の不適切な発言など問題

が相次ぎ、森友・加計学園に関する疑惑が深まる中での暴挙です。 

その中身は、過労死水準の長時間労働を容認する名ばかり「上限規制」、残業代ゼロ法案、

同一労働同一賃金を謳いながら格差を容認する名ばかり「均等待遇」などをひとまとめにし

た、「格差拡大、残業させ放題、過労死推進」法案にほかなりません。 

法案の問題点を広く明らかにし、職場から反対の声を上げ、法案を廃案に、そして安倍政

権を退陣に追い込みましょう！ 

 

4.14 国会包囲へ結集しよう 

 戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会などは、『安倍政権は退陣を！あたり

まえの政治を市民の手で！ #0414 国会前大行動』と称して国会包囲を呼びかけています。ぜ

ひ多くの皆さんで国会周辺を埋め尽くし、暴走政権に国民の怒りを思い知らせましょう！ 

日時；4 月 14 日（土）14 時開始 

場所；国会前（全労連など憲法共同センターの集合場所は、国会前南庭です） 

なお、当日は数万人が参加予定であり、警察による警備も強化傾向にありますので、集合

場所に到着できないことも予想されます。早めの集合をお願いするとともに、通行が制限さ

れた場合には無理をせずに思い思いの場所での参加をお願いします。 
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第 89 回栃木県メーデーのご案内 
今年の栃木県メーデーは、5 月 1 日（火）に栃木県総合文化センターで開催します。諸事

情により、例年と会場が異なりますのでご注意ください。 

屋内（サブホール）で集会開催後、市内をパレードします。 

開場（受付開始）9 時 45 分、開会 10 時 30 分、デモ出発は 11 時 45 分の予定です。 

当日、チラシ配布や署名活動などを行う場合は、予め事務局に届け出てください。 

届出・問い合わせ先；メーデー実行委員会事務局（栃木県労連内） 

TEL028-653-1401 FAX028-653-1579 E メールは当 HP のリンクより 



歴史マニア事務局長の思いつきコラム 

第 70 回帝国議会で改ざんされたもの 

 このところ、公文書改ざんや隠蔽についてのニュースを見聞しない日はない。民主国家に

おいて、行政機関が国民や国会を騙し、偽の資料を提示するなど言語道断であり、許される

ことではない。首相は抗議の声を上げる国民を指して「こんな人たち」と言ったそうだが、

私もあの人を指して言おう。こんな人たちには、国政を任せておくわけには行かない。 

さて、公文書を発行する国家機関自体が公文書を改ざん、隠蔽、偽造するときには、ある

特徴がある。それは「戦争へ向かおうとしている」ということだ。 

1936 年 12 月召集の第 70 回帝国議会に、35,000ｔの戦艦 2 隻、24,500ｔの空母 2 隻をはじ

め軍艦多数を建造する海軍の ③
マルサン

計画を含む予算が提案された。主力艦建造を制限した軍縮

条約の期限切れを迎えたこの同時期、ノースカロライナ級（米）、キングジョージ 5 世級（英）、

リシュリュー（仏）、ヴィットリオ・ヴェネト級（伊）など、各国とも 35,000ｔ級（計画時）

の新型戦艦建造を始めており、これらに対抗する戦艦を日本も建造する計画であった。 

この計画には甲型（陽炎
かげろう

型）駆逐艦 18 隻と乙型（伊 15 型）潜水艦 7 隻の建造予定が含ま

れていたが、実際に建造された甲型駆逐艦は 15 隻、乙型潜水艦は 6 隻であった。 

駆逐艦 3 隻と潜水艦 1 隻は、なぜ建造されなかったのか？ 

材料費や人件費の高騰、事故や災害など、予定通り建造ができないこともあるが、そうい

う事情ではない。太平洋戦争後半に至っては、戦況の悪化で資材が確保できず、計画された

軍艦の大半が建造できずに終わったが、この時はまだそれほど逼迫していたわけでもない。 

真相は、甲型駆逐艦 15 隻、乙型潜水艦 6 隻の建造は、そもそも予定通りだったのだ。 

 この計画で建造された戦艦 2 隻は大和型（大和
や ま と

、武蔵
む さ し

）であり、排水量は 64,000ｔ（計画

時）に及ぶ。その大きさを予算規模から推測されないように、表向き 35,000ｔの戦艦をつく

るということにして、35,000ｔに見合った偽のスペックまで付記して議会を通過し、不足分

の差額を駆逐艦 3 隻、潜水艦 1 隻の架空請求で補ったのだ。それまで最大だった長門
な が と

型戦艦

が約 32,000ｔ（建造時）なので、35,000ｔはそれより僅かに大きい程度だが、実際には 2 倍

近い巨大戦艦をつくっていたのである。 

 この偽装予算が成立（3 月 8 日）した約 4 か月後の 1937 年 7 月 7 日、北京郊外の盧溝橋に

おける戦闘がきっかけとなり、日中戦争に突入する。その約 4 年半後の 1941 年 12 月 8 日、

真珠湾を奇襲した空母機動部隊の中に、③計画で建造された 2 隻の空母（翔鶴
しょうかく

、瑞鶴
ずいかく

）の姿

があった。直後の 12 月 16 日には、予算をごまかして建造された戦艦大和が完成する。 

 そして退却を転進、全滅を玉砕と言い換え、米空母エンタープライズを 9 回も撃沈報道し

た大本営発表など、嘘とごまかしで国民を欺き続けた挙句、全国を焦土に変え、多くの国民

を死なせ、日本軍国主義は敗北したのである。 

 その歴史を、絶対に繰り返させてはならない。 

（栃木県労連事務局長 近藤康弘） 


